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はじめに 
 
本報告書では千葉大学大学院人文社会科学研究科後期課程研究プロジェクト「多文化接触場面の言
語行動と言語管理」（2008 年）の一年の成果として，研究論文８本と研究ノート１本を掲載した．こ
れまで刊行されてきた「接触場面の言語管理研究」のシリーズとしては 7 冊目にあたる． 
林里香さんは2008年9月に博士論文『接触場面における聞き返しの言語管理』にて博士号を取得し，
卒業された．本報告書では，博士論文では十分に扱うことのできなかった面として，聞き返しの調整
ストラテジーの機能と問題解決の成功の度合いを追求している． 
千葉大学大学院所属以外の執筆者となるが，言語管理研究会の定例研究会などでの発表をもとに２
論文を掲載した．石田論文は，接触場面の言語選択において，個人管理（従来は言語意識と呼ばれて
いる）と実際の談話での言語管理とがどのように関連しているかを多言語社会マレーシアの事例研究
をもとに論じている．また，金論文では，中国語と朝鮮語のバイリンガルである中国朝鮮族の言語意
識の形成を，インタビュー•データに基づいた質的研究から明らかにしようとしている．両論文とも多
言語話者の言語意識をとらえようとした試みであり，新しい研究分野の萌芽が見られる． 
崔論文，楊論文，東條論文では，語用論の領域の言語現象である，不満表明，意見の不一致，勧誘
をそれぞれ対象にしている．崔論文は，修士論文をもとに，相互行為としての不満表明とその応答に
関し，中国語母語場面と日本語母語場面のロールプレイによるデータから比較を行っている．二つの
母語場面の比較では多くの相違が観察されており，接触場面研究をより広くとらえるために，重要な
貢献になったと考えられる．また，楊論文では，意見の不一致の類型とそれに対する調整ストラテジ
ーの選択の関係を，中国語母語場面と日中接触場面においてとらえようとした試みであるが，先行研
究の結果がより明瞭にされている．さらに，東條論文では先行するザトラウスキー（1993）や武田
（2006）をもとにしながら，実際に友人関係にあるペアの勧誘場面を設定し，日本語能力のレベルに
よって日本語非母語話者の勧誘がどのように異なるかをまとめている．なお，東條論文は今年度の文
学部卒業論文をまとめてもらった． 
今論文は日本に居住する外国人のコミュニケーション問題を明らかにするための方法論として，ネ
ットワーク調査を取り上げ，先行調査を整理すると同時に，インターアクション・インタビューに基
づくネットワーク調査の限界と有効性を具体的な調査データから論じている．また，王論文では中国
人日本語学習者の接触場面における人称詞の管理について素描を行っている．特に他称詞に関しては
固有名とも関わって興味深い管理のあり方が垣間見られる．どちらも今後の発展を期待したい． 
研究ノートとして鄒論文を掲載した．鄒論文では自発的発話の開始表現を取り上げており，接触場
面において日本語学習者が会話参加をどのように行っているかを微視的にとらえる試みと言えよう． 
以上のように，本報告書に掲載された論文すべてが言語管理理論を直接に適用したものと言うこと
はできないが，言語管理理論の目指すプロセス研究という視点がすべての論文で共有されていること，
さらには母語場面を対象とした研究においても接触場面が強く意識されていることが，特徴的である． 
報告書の最後には 2008 年の「言語管理研究会」（http://www.hmuraoka.com/）の活動報告を載せた． 
さまざまな立場の方々との学際的な協力関係が望まれる．皆様のご指導を仰ぐ次第である． 
 
なお，本研究プロジェクト報告書からの部分的な引用に関しては，すでに著者の了解が得られてい
ます． 
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